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他者と関わり合う力を育む学級経営の在り方 
－「ステーション授業構想」を核とした実践による検討－ 

 
教育学研究科 教育実践創成専攻 教育実践開発コース 教師力育成分野 須藤 亮佑 

 
1．．問問題題のの所所在在  
1-1．．協協働働すするる力力がが求求めめらられれるる背背景景  
現在は将来の予測が困難な VUCA と言われて

いる。第 4 期教育振興基本計画（文部科学省，

2023）では「持続可能な社会の創り手の育成」及

び「日本社会に根差したウェルビーイングの向

上」を基本方針としている。同計画では，「持続

可能な社会の創り手」を目指す上で，他者を価値

のある存在として尊重し，協働しながら社会的

変化を乗り越えることの重要性を示している。

また，日本社会に根差したウェルビーイングと

して，個人が獲得する能力や要素の他に，利他性

や協働性，社会貢献意識など，人との繋がりに基

づく協調的要素も重視している。さらに，生徒指

導提要（文部科学省，2022）においても，社会的

資質・能力の発達を支えることの重要性を示し

ている。これらから，今後の社会や学校教育にお

いて，他者と関わり合うことの重要性が高まっ

ていることが考えられる。 

1-2．．学学校校教教育育ににおおけけるる学学級級集集団団とと対対人人関関係係形形成成 
学校教育においては，学級経営を中心に対人関

係を深めることが求められている。文部科学省

は小学校学習指導要領（2017）や生徒指導提要

（2022）において，学級経営の充実を通して児童

相互のよりよい人間関係を構築することを求め

ている。また，相互関係が深まった集団における

学びを重視している。日本の学級集団は日々の

生活の中で多様な活動が作用し合って形成され

る共同体としての集団を基盤とし，生活や学習，

児童生徒同士の関わりを通した心理的な発達を

促すことが学級の目的とされてきた（河村，

2010）。つまり，日本の学校教育では学級集団の

成立を暗黙の前提とし，その上で形成される対

人関係を基盤として，児童生徒の育成が図られ

てきたと捉えられる。 

1-3．．学学校校現現場場のの「「他他者者ととのの関関わわりり」」のの課課題題 
学校教育が学級での対人関係形成を求める一

方で，他者との関わりに課題をもつ子どもの存

在が指摘されている。「令和 6 年度児童生徒の問

題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する

調査結果の概要」（文部科学省，2025）によると，

小・中・高等学校及び特別支援学校におけるいじ

めの認知件数や暴力行為の発生件数は，過去最

多を記録している。また，同調査において，「い

じめ被害を除く友人関係をめぐる問題の情報や

相談があった」と把握された不登校児童生徒の

総数は，小・中学校で 46,624 人となっている。

これは，不登校児童生徒全体に対し，不登校の要

因の一つとして「友人関係」が関与していること

を示している。これらの調査結果から，子ども達

において対人不適応や対人関係形成における課

題が存在することがわかる。 

1-4．．児児童童のの関関わわりり合合いいのの変変容容とと課課題題 
近年では，多様なライフスタイルが尊重され，

親しい他者との継続的な関係をもたなくとも生

活が成り立つ社会的環境が形成されている。こ

うした社会的背景のもと，古屋（2023）は，児童

期においてギャング・グループが消失し，多様な

仲間と関わる経験が不足していることに加え，

新型コロナウイルス感染症の影響による直接的

な人間関係の体験不足が児童の発達に及ぼす影

響を課題として指摘している。また，渡辺（2019）
は，幼児期から子ども同士で遊ぶ経験そのもの

が減少していることを指摘している。 
これらの指摘から，子ども同士が共に過ごし，

関わり合う機会が減少している現状がうかがえ

る。幼児期や児童期における集団経験の不足に

より，友達と関わる際の考え方や行動を十分に

学ぶ機会が減少してしまい，「関わり合い」自体
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に抵抗感を抱く児童が生じる可能性がある（渡

辺・相川，2020）。さらに，児童の対人関係能力

の低下は学校集団への不適応の一因となる可能

性が示されており，学級において学び合い，育ち

合う環境が成立する以前の段階において，集団

そのものを成立させることに困難を抱える学校

現場の実態が指摘されている。 
以上から，協働を重視した人間関係の形成を求

める国の方針と，人間関係に不安や課題を抱え

る児童が一定数存在する学校現場の実態との間

には，乖離が見られる。赤坂（2023）は，集団で

生活することに困難を抱える子どもが一定数存

在し，集団生活に必要な価値やスキルを意図的

に学ぶ必要性を指摘している。学級経営におい

て，他者との関わり方を学ぶ時間をカリキュラ

ムの中に位置付けることが求められている。 

1-5．．ソソーーシシャャルル・・ススキキルルトトレレーーニニンンググとと課課題題 
藤枝（2020）は，子どもの学校適応を向上させ

るためには，ソーシャル・スキルを意図的に教え，

獲得させることの重要性を述べている。渡辺

（2019）は，ソーシャル・スキルについて，「対

人関係を円滑に築き，そして維持するためのス

ベやコツ」であり，抽象的に捉えていた対人関係

の在り方を，具体的な考え方や行動，感情の受け

止め方として具体化したものとしている。ソー

シャル・スキルを身に付けるための教育実践は

ソーシャル・スキルトレーニング（以下 SST）が

ある。これは，人間関係における課題を学習によ

って解決していくための指導法である（渡辺，

2019）。藤枝・相川（1999）は，学級全体を対象

とした SST が児童の社会的なスキル向上に与え

る影響を評価している。しかし，単発的な実施で

は効果は見られず，継続的な実施や教師による

日常的な働きかけが必要であることも指摘され

ている（藤枝・相川，1999；岡田・赤坂，2018）。
このことから，SST の効果を児童に定着させて

いくためには，教師が意図的に継続性のある指

導をすることが課題であることがわかる。 
以上のことから，学級においてソーシャル・ス

キルを児童に定着させるためには，指導の継続

性を確保するために学校生活全体を通した一貫

した学級経営の構造の必要性が考えられる。 

1-6．．「「スステテーーシショョンン授授業業構構想想」」 
教科や教科外を一貫して，継続的に人間関係を

向上させるための学級経営の方法として，「ステ

ーション授業構想」（赤坂，2011）がある。これ

は，児童の対人関係において重視したい価値や

スキル，態度を学校生活において一貫・継続的に

指導をする構想である。先行研究において，共同

体感覚の向上や協働的な学習過程への効果，学

級満足度の向上などが確認されており（鳥居ら，

2022；寺岡ら，2023；寺岡，2024），学級での対

人関係の促進に効果的な学級経営の構想である。

このことから，学習場面や生活場面を一貫して

捉える「ステーション授業構想」では，ソーシャ

ル・スキルの定着に資する学級経営の在り方の

一つであると考えられる。 

2．．研研究究のの目目的的 
以上から，本研究の目的は特別活動（SST）で

学んだ対人スキルの定着・習慣化に資するため，

「ステーション授業構想」に基づく学級経営の

手立てについて明らかにすることとする。 

3．．研研究究のの方方法法 
3-1．．調調査査対対象象・・調調査査期期間間 
A 県内公立小学校 第 4 学年児童 25 名  
2025 年 9 月上旬～2025 年 10 月下旬 

3-2．．対対象象のの児児童童のの実実態態 
対象の学級は 1 年生の時から単級のため，児童

同士の関係は成立している。授業中の私語は少

なく，発言は多い。当番活動においても多くの児

童が役割を遂行している様子が観察された。学

級目標を「For everyone」とし，学級担任は児童

の主体性や協力性，話し合いを学級経営で意識

している。定期的に学級会を行っており，児童参

画による自治的な集団の育成を見越した活動が

なされている。しかし，班内の話し合いの場面に

なっても，班員の方へ体を向けない児童がいる

ことが筆者の参与観察により確認された。また，

友達同士の言い争いの場面もあった。学級担任
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へのインタビューでは，学級内で助け合いや話

し合いを重視していることが示された。 

3-3．．「「スステテーーシショョンン授授業業構構想想」」ののデデザザイインン 
本研究では，赤坂（2011）の「ステーション授

業構想」を基に学級経営を図 1 のようにデザイ

ンする。核となる授業（以下ステーション授業）

において，学級で重視したい価値やスキルを取

り上げ，学習場面や生活場面で一般化を図るた

めのものである。「ステーション授業構想」では，

「快・感動の体験」「継続性」「日常化」をコンセ

プトとしており，この 3 つを保障していく。「快・

感動の体験」とは，児童が楽しく感じたり，心地

よく感じたりする授業や活動の実践である。本

研究では，ステーション授業で特別活動の授業

を設定し，SST を行い，対人関係に関するスキル

を学ぶ場とする。それに加えて，本研究において

は，「継続性」を保つために，15 分の学級活動（朝

の活動）の時間を設け，短時間の SST（以下ショ

ート SST）を行う。ステーション授業において，

学んだ対人スキルは学習場面や生活場面におい

て活用できるようにし，「日常化」を図っていく。

本研究においては，学習場面に焦点を当て，教科

の授業における他者との関わり合いを通して対

人スキルの定着を図る。 

図 1 本研究の「ステーション授業構想」 

3-4．．SSTのの標標的的ススキキルルとと実実施施方方法法 
標的スキルの設定においては，児童へ友達との

関わり方における困り感についての記述式アン

ケートをとった。アンケート結果や児童の実態

を元に，児童に不足していると思われる「聴き

方」「話し方」「あたたかい言葉がけ」を標的スキ

ルとして設定し，学級担任の了承を得た。  
SST は，渡辺ら（2019）を基に，表 1 に示した

【インストラクション】【モデリング】【リハーサ

ル】【フィードバック】の4ステップで構成する。

ステーション授業では，標的スキルを理解し，獲

得することを目的とし，それぞれに応じた特別

活動の授業を構成し，2 週に 1 度実施した。 
表 1 SST の 4 つのステップ 

 

3-5．．シショョーートト SST 
ショート SST は，SST での学びを継続してい

くことを目的とした。そのため，短時間の活動を

週に 1 回，朝の学級活動の時間に設定した。活

動のねらいは，直前の SST の標的スキルを対象

とした内容に関するものに設定した。流れは，

「①ねらいと活動の説明」，「②活動の実施」，「③

フィードバック」の構成とした。 

3-6．．教教科科のの授授業業ににおおけけるる関関わわりり合合いい 
教科の学習場面において SST で学んだスキル

の定着を図る上で，児童がスキルを活用した際

に肯定的なフィードバックを行うとともに，そ

の行動の価値や意味を学級全体にも共有するこ

とが求められる。これは，フィードバックを通し

て，児童がスキルの活用を意識しやすくなるこ

とを目的とするためである（赤坂・水流，2025）。
そのためには，教科の授業内で対人スキルを活

用する場面を教師が意図的に設定することが求

められる。そこで，本研究では国語科の授業にお

いて協同的な学習の場面を設定した。国語科は

小学校において毎日授業があり，言語活動にお

ける他者との関わり合う学習活動を設定しやす

い。本研究では，9 月中の国語の授業（全 14 時

間）を筆者が担当した。授業内でペアやグループ

で学び合う活動を取り入れ，他者と関わり合う

学びを通して，対人スキルを児童が活用し，習慣

化していくことをねらいとした。 
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3-7．．調調査査方方法法 
①①ソソーーシシャャルル・・ススキキルルにに関関すするる量量的的アアンンケケーートト  
児童のソーシャル・スキルの変容を把握するた

め，金山ら（2003）や藤枝（2011）が作成したア

ンケートを参考に，「聴き方」「話し方」「あたた

かい言葉がけ」の 3 領域からなる 17 項目のアン

ケートを作成した。各項目について，児童が自己

評価により 5 段階で回答する形式とし，調査は

実践前後に実施した。得られた回答は項目ごと

に得点化し，平均値を算出して分析した。 

②②教教科科授授業業ににおおけけるる自自由由記記述述にによよるる 
関関わわりり方方のの振振りり返返りり 
授業の終末に，児童の学習場面における友達と

の関わり方を自由記述で振り返りをさせた。記

述内容は，授業中の友達との関わり方や話し合

いにおける自身の行動についてである。当初は

毎授業での実施を計画していたが，授業時間の

確保を考慮し，実際には単元末にまとめて実施

した。得られた自由記述データは，計量テキスト

分析ソフトウェアである KH Coder（樋口，2022）
を用いて分析した。KH Coder は記述を客観的に

語と語の繋がりとして可視化することができる。

調査では，共起ネットワークを作成し，語の出現

傾向及び，語同士の関連性を検討した。 

③③SSTにに関関すするる記記述述式式アアンンケケーートト 

図 2 児童アンケート内容 
SST に対する児童の認識を把握するため，記述

式アンケートを実施した。アンケートでは，3 つ

の標的スキルのうち児童にとって最も印象に残

ったものとその理由を記述させた。また，SST の

取組を通して感じたよさについて自由に記述さ

せた（図 2）。これは，SST のよさを感じた児童

のみが記述回答するようにした。これらの記述

内容をもとに，児童が SST のどのような側面に

価値を見出しているのかを記述内容ごとに分類

しながら分析した。 

4．．研研究究のの実実際際 
4-1．．特特別別活活動動（（SST・・シショョーートト SST）） 

表 2 SST 活動内容 

 
表 3 ショート SST 活動内容 

 
児童には，本実践を「For everyone プロジェク

ト」という活動名で伝えた。また，SST を学級の

友達とよりよい関わり合いをするための学習と

して説明した。SST で学んだソーシャル・スキル

を学校生活の中で活用していくことを目的とし

て共有した。SST は表 2 に示した計画に基づい

て実施した。インストラクションでは，標的スキ

ルと対人スキルとの関係性を示した。モデリン

グでは，標的スキルに関する行動指標をポイン

トとし，イラストを用いて児童と確認した。リハ

ーサルでは，ペアやグループによるワークを設

定した。フィードバックでは，児童同士による振

り返りに加え，教師からのフィードバックを行

い，学校生活場面での活用を意図した。 
ショート SST では，表 3 に示す通り，直前の

SST の内容に焦点を当てた短時間の活動を行っ

た。活動前には，日常場面におけるソーシャル・
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スキルの活用について振り返る時間を設けた。 
また，大学院後期授業の開始に伴い，10 月以降

は筆者が介入できる機会が減少し，教師による

フィードバックの回数が減少してしまった。そ

のため，日常場面でのソーシャル・スキルの活用

を児童自身が記録する活動を計画し，児童によ

るフィードバックの機会を補完した。 

4-2．．学学習習場場面面（（教教科科のの授授業業）） 
担当した国語の授業では，他者との交流や協

同的な学びの場面を毎時間設定した。具体的に

は，自身の意見や作品を友達と交流したり，課題

について話し合って考えたり，ロールプレイを

したりする活動である。活動の前には，SST で示

した行動指標をイラストと共に提示して意識づ

けを図った。スキル活用が確認できた際には，活

動中や終了後に教師からフィードバックを行い，

全体に共有した。また，授業後は「関わり方の振

り返り」により，他者との関わり方について自己

フィードバックも行った。授業中には，友達に体

を向けてうなずきながら話を聴く姿や，発表時

に先頭の座席の児童は体を後方へ向け，学級全

体の方向を見て話す姿が見られた。 

5．．結結果果とと考考察察 
5-1．．ソソーーシシャャルル・・ススキキルルにに関関すするるアアンンケケーートト 
ソーシャル・スキルに関するアンケートについ

て，学級在籍児童 25 名（n＝25）を対象に実施前

後の平均値と標準偏差を算出した（表 4）。対応

のある t 検定をすべての項目で行った結果，ほと

んどの項目で有意な変容は認められなかった。 
有意差が見られなかった要因として，本実践が

短期間であったことや，学級単位での実施によ

る児童数の少なさが影響した可能性が考えられ

る。また，本調査は自己評価であるため，実践前

から比較的高い得点を示した項目が多かったこ

とも統計的な変容が検出されなかった一因とし

て考えられる。一方で，SST では「うなずき」と

して意図的に取り扱った「あいづちをうつ」とい

う行動指標に対応する１項目で有意差が認めら

れた。また，「聴き方」「話し方」「あたたかい言

葉がけ」それぞれの行動指標が含まれる項目に

おいても平均値の上昇が見られた。以上の結果

から，本研究の実践によって児童のソーシャル・

スキルに一定の影響を与えたことが示唆される。 

5-2．．教教科科授授業業ににおおけけるる自自由由記記述述にによよるる 
関関わわりり方方のの振振りり返返りり 

筆者が行った国語科授業（第 1・2・9・14 時）

における児童の自由記述を対象に KH Coder を

用いて共起ネットワーク分析を行った（図 3~6）。
「聴き方」に関する SST 実施前である第 1 時の

記述では，「自分」「意見」「言う」「言える」とい

った語が同一の共起関係を形成しており，自己
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テテンンププレレーートトのの設設定定（（余余白白，，文文字字数数，，行行数数ななどど））はは一一切切変変更更ししなないいこことと

ここのの赤赤字字部部分分はは，，編編集集段段階階でで削削除除すするるののでで，，そそののままままににすするるこことと

の意見を出すことに集中している様子がうかが

えた。SST 実施直後の第 2 時では，「最後」「目」

「見る」「体」「向ける」「うなずく」といった語

が共起関係を示し，SST において提示した行動

指標に対応する語句がまとまって抽出された。

さらに，第 9 時においては，「目」「向ける」「見

る」「体」「最後」「うなずく」といった語が同一

の共起関係を構成しており，「聴き方」に関する

行動指標が一体的なまとまりとして捉えられた。

第 14 時は「話し方」に関する SST 実施後の授業

であり，「聴き方」に関する語群に加えて，「大き

い」「声」「合う」「場」及び「口」「はっきり」「あ

ける」といった「話し方」の SST で示した行動

指標に対応する語が，それぞれ同一の共起関係

内で抽出された。また，「ソーシャルスキル」「き

く」「話す」「意識」「質問」「うれしい」という語

も共起関係を示した。 
以上の結果から，SST 実施前は自己の意見表出

に関する語が中心であったが，実施後の第 2 時

では「目」「体」「向ける」「うなずく」など，他

者の話を受け止める行動を示す語が抽出された。

第 9 時にはこれらの語が共起関係を示し，第 14
時では「話し方」に関する語群も加わった。 
これらから，SST を通して，児童の対人スキル

の習慣化が促され，自己志向的なものから他者

志向的なものへと変化した可能性が示唆される。 

5-3．．SSTにに関関すするる記記述述式式アアンンケケーートト 
①①印印象象にに残残っったたももののととそそのの理理由由  
児童のアンケートでは，「聴き方：9 人 話し

方：3 人 あたたかい言葉がけ：13 人」という結

果となった。選んだ理由の自由記述では，「理由

はきくときにうなずいたり，理由をきいたりし

ているし，相手の方を見て話をきいたりしたか

ら。」「聴くのソーシャル・スキルトレーニングを

やる前は，話している人の方を向いていない人

がいた。でも，このソーシャル・スキルトレーニ

ングをやったら話している人の方を向く人が増

えたから」と，SST を活用した具体的な経験に基

づく記述が多く見られた。また，「よく聴くと相

手もいい気持ちになったから 3 つの中で聴くが

心に残りました。」「あたたかい言葉がけをした 

図 3 1 時間目の関わり方の振り返り 

 
図 4 2 時間目の関わり方の振り返り 

 
図 5 9 時間目の関わり方の振り返り 

 
図 6 14 時間目の関わり方の振り返り 
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ここのの赤赤字字部部分分はは，，編編集集段段階階でで削削除除すするるののでで，，そそののままままににすするるこことと

ら自分も友達も笑顔になっていい気持ちになっ

たから」など，標的スキルと対人関係を結びつけ

た記述も見られた。 

②②SSTののよよささにに関関すするる記記述述 
表 5 SST のよさに関する自由記述の分類 

 
児童の記述は，内容に基づき 3 つの観点で整

理した（表 5）。児童の記述は「SST 活用の経験」

「対人関係の促進」「ショート SST のよさ」に分

類された。これらの記述には，標的スキルに焦点

を当てた記述や，学級内の対人関係の変容につ

いての記述が確認された。 
記述式アンケートの結果から，SST で取り扱っ

た語句やソーシャル・スキル活用の経験に基づ

く記述が見られ，標的スキルが児童の言語表現

や生活の中に取り込まれている様子が確認され

た。これらの記述から，具体的な行動指標を示し，

授業や生活場面で活用の機会を設定したことに

よって，児童にとってスキルの意味づけを促し

た可能性が示唆される。また，SST のよさに関す

る記述には，標的スキルと対人関係を結び付け

て捉える内容が多く見られた。相川（1999）は，

SST において，「スキルが対人関係にとってなぜ

必要なのか」理解させることの重要性を指摘し

ている。本研究では SST のインストラクション

でスキルの必要性や人との関わりとの関連を意

識的に示したことが，児童の理解を深めたと考

えられる。さらに，ショート SST について，「楽

しい」「勉強になる」と捉える記述があったこと

から，短時間でも継続的に実施し，楽しさと学び

の両立を図った構想が，児童の主体的な参加や

継続的な取り組みを支えた可能性が示唆される。 

6．．結結論論 
本研究は，特別活動における SST で学習した

対人スキルを，「ステーション授業構想」に基づ

き学級経営全体に位置付け，継続的に扱う実践

の効果を検討することを目的とした。 
量的アンケートでは，SST で意図的に扱った行

動指標に対応する１項目で有意差が確認された。

また，他の SST で取り扱った項目の平均値は上

昇の傾向が見られた。このことから，具体的に提

示した行動指標において児童の対人スキルに関

する自己評価が変容したと考えられる。児童の

記述の分析からは，SST で取り扱った語句や行

動指標に対応する表現が多く用いられており，

標的スキルが児童の言語表現の中に取り込まれ

ている様子が確認された。これらの結果から，対

象とした児童に標的スキルの定着や習慣化が促

進された可能性が示唆される。 
標的スキルを具体的な行動として明確に示し，

授業や生活場面で活用の機会を設定した学級経

営の構造が，児童の対人スキルの定着や習慣化

を支える上で一定の役割を果たしたと考えられ

る。また，SST のよさに関する記述には，標的ス

キルと対人関係を結び付けて捉える内容が多く

見られた。これは，SST のインストラクションに

おいて，スキルの必要性や人との関わりとの関

連を意識的に示したことが，児童の対人関係に

おけるソーシャル・スキルへの理解を深めた結

果であると考えられる。さらに，朝の活動として

行ったショート SST について，「楽しい」「勉強

になる」と捉える記述が見られたことから，短時

間でも継続的に実施し，楽しさと学びを実感し

た活動が，児童の主体的な参加や継続的な取り

組みを支えたと考えられる。 
以上から，学級経営に関して 3 点を示唆する。

第 1 に，対人スキルに関する指導を学習場面と

生活場面を一貫して行うことが重要である。学

習と生活を接続し，教師の指導やフィードバッ

クを継続することで，スキルの定着・習慣化が促
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ここのの赤赤字字部部分分はは，，編編集集段段階階でで削削除除すするるののでで，，そそののままままににすするるこことと

進されると捉えられる。第 2 に，SST を行う際

の明確な行動指標と，対人関係と標的スキルの

つながりの明示が有効であると考えられる。「ス

テーション授業構想」において SST を「快・感

動の体験」と位置付けたことは，楽しい活動と捉

えさせるだけでなく，人間関係の向上に資する

学習としての認識を促し，児童の動機付けを高

めた可能性がある。第 3 に，短時間であっても

継続した活動の設定が重要である。活動の継続

によって，学級での対人スキルの価値を高め，

「日常化」へとつながる上で重要な要素として

捉えられる。 
今後の課題として，本研究は対象および期間が

限定的であった点が挙げられる。また，分析対象

が授業場面に偏り，生活場面における対人スキ

ルの活用について十分に検討できなかった。さ

らに，量的アンケートによる変容把握は有意差

が限定的であり，児童の自己評価に基づく数値

であった点にも限界がある。今後は，対象や期間

の拡大，客観的で多様なデータの蓄積を図り，標

的スキルを拡張した「ステーション授業構想」の

要素を精緻化していく必要がある。 
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